
【地域包括ケアシステム推進会議医療・介護連携推進部会】会議概要 

会議名 令和３年度 第１回医療・介護連携推進部会 

事務局 福祉部高齢者施策推進室地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和４年１月２５日（火） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後３時２０分 

開 催 場 所 Ｗｅｂ開催 

出 席 者 

山中 崇 委員 鈴木 康大 委員 鵜沢 隆 委員 

浅野 麻由美 委員   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

欠 席 者 髙田 潤 委員 花田 豊實 委員 和田 忍 委員 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

・令和３年度医療・介護連携推進部会案件一覧 

・令和３年度在宅療養支援窓口の実績報告 

・在宅療養支援窓口相談対応状況 

・医療に関する相談分析結果 

・在宅療養支援窓口通信「つむぎ」 

・足立区医療・介護情報提供システムの利用状況について 



・多職種連携研修の歴史と展望について 

・冊子「医療・介護連携の推進」 

・メディカルケアステーションの活用促進について 

・（仮称）江北健康づくりセンターの概要について 

・在宅療養啓発リーフレット（案） 
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○事務局 ただ今より、令和３年度第１回足

立区地域包括ケアシステム推進会議医療・介

護連携推進部会を開催いたします。私は本日

司会を務めさせていただきます医療・介護連

携推進担当係長の浦川でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。はじめに、山中

部会長からご挨拶をお願いいたします。 

○山中部会長 前回、地域包括ケアシステム

推進会議が開催されたのは令和２年で、この

２年間、対面で会議が開催されることはあり

ませんでした。本日は対面で開催されるかな

と思っていたのですが、コロナの急速な拡大

でウェブ開催ということになってしまいま

した。この新型コロナウイルスの感染症が拡

大する中、皆様方、地域の医療、介護を支え

てくださってどうもありがとうございます。

感謝を申し上げます。対面での会議が開催さ

れない間も、絶えず医療、介護の連携は推進

されてきたことと思います。本日はこれまで

の状況を共有して議論してまいりたいと思

います。人数少数ですので、活発にご意見を

頂ければと思います。本日はよろしくお願い

いたします。 

○事務局 ありがとうございました。続きま

して、課長の柳瀬からご挨拶をさせていただ

きます。 

○柳瀬課長 皆様、こんにちは。地域包括ケ

ア推進課長柳瀬でございます。本日はお忙し

い中、部会にご参加いただきまして、誠にあ

りがとうございます。また、委員の皆様にお

かれましては、日頃より足立区の福祉行政に

多大なるご理解とご協力をいただいており

ますことを、重ねて感謝申し上げます。 

 本日、部会ですが、できれば対面でできれ

ばよかったのですが、コロナ禍という中で、

オンラインでの開催にさせていただきまし

た。なかなか勝手が違うところがあろうかと

は思うのですけれども、久しぶりの開催にな

りますので、ぜひとも委員の皆様それぞれの

お立場から忌憚のないご意見をいただけれ

ばと思いますので、どうぞご協力をよろしく

お願いいたします。 

 では、初めに、簡単にこの部会の概要のほ

うだけ説明をさせていただければと思いま

す。こちら部会でございますが、地域包括ケ

アシステム推進会議の中の部会になってご

ざいまして、推進会議の中には５つの部会が

ございます。１つが、本日の医療・介護連携

推進部会でございます。それから残りの４つ

が、介護予防・日常生活支援総合事業推進部

会、それから認知症ケア推進部会、そして、

高齢者の住まいの事業推進部会、それから最

後が、地域包括支援センター運営協議部会。

こちらの５つの部会になっているところで

ございます。 

 今年度から少し部会の構成が変わりまし

て、昨年度まで地域包括支援センター運営協

議部会というものはまた別立ての会議体と

いたしまして、運営協議会という形で運営を

してございましたが、今年度からこのシステ

ム推進会議の中に入りまして、１つの部会に

なりました。 

 本日の医療・介護連携推進部会でございま

すけれども、主に４つの課題と検討事項を本

年設定させていただいてございます。１つ目

が、多職種連携研修の各ブロック内での開催

と、将来の自主開催化についてでございます。

２つ目が、メディカルケアステーション、Ｍ

ＣＳと呼ばれているものです。こちらの利用

促進についてでございます。３つ目が、仮称

でございますが、医療・介護連携センターの

機能の検討についてでございます。そして最

後の４つ目が、在宅療養についての区民への

普及啓発でございます。本日、資料のほうも

送らせていただいてございますけれども、案

件の中で今申し上げました４つのことにつ



きまして、ちょっとご協議させていただいて、

皆様からご意見をいただければと考えてご

ざいます。 

 本日２時から４時までということで、ちょ

っと長時間になりますけれども、ぜひともご

協力をいただければと思います。ありがとう

ございました。 

 では、引き続きまして、この部会の進行に

つきましては、恐れ入りますが部会長の山中

委員のほうからこの後、進めていただければ

と存じます。よろしくお願いいたします。 

○山中部会長 山中です。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、ただいまより議事の進行を引き

継ぎます。区より案件の説明をお願いいたし

ます。 

○柳瀬課長 それでは、案件の１つ目になり

ます。資料のほうを御覧いただければと思い

ます。資料のほうは皆様お手元にお持ちでし

ょうか。大丈夫でしょうか。送らせていただ

いている資料なのですけれども。表題のほう

に「在宅療養支援窓口の実績報告（令和３年

４月１日～１２月３１日）」というものがご

ざいます。案件１はＡ４で５枚ものの資料に

なっているところでございます。皆様よろし

いでしょうか。大丈夫ですか。では、進めさ

せていただきます。 

 まず、順番にちょっとご説明させていただ

きます。概要でございますけれども、まず在

宅療養支援窓口の実績報告でございます。１

枚目の資料、上に四角の囲みがあるかと思い

ます。私どもの足立区の在宅療養支援窓口に

つきましては、高齢者が住み慣れた地域で療

養しながら安心して生活できるように、地域

の医療・介護関係者の皆様からの相談に応じ

まして、連携の調整であったり、情報提供な

どの支援を行っているところでございます。 

 まず１の「相談内容」なのですけれども、

（１）の「相談内容別件数」というものがご

ざいます。御覧いただきますと、一番多いも

のが保健医療福祉に係る制度やサービスに

関することということで、５５件。それから、

こちら記載のとおり、２番目には利用者の入

院先医療機関に関すること。３つ目に多いの

が訪問医療・看護の利用に関することでござ

います。こちら、上位の３つで６０％、６割

を占めているという状況でございまして、上

位の５つまででおよそ８割のご相談の内容

となっているところでございます。 

 次のＡ４の資料、２枚目を御覧ください。

上の囲みの四角のところですが、この間、新

型コロナ感染症、非常に流行したというとこ

ろで、新型コロナの影響で、内容としては入

院して短期間で退院する方が多くなったと

いう状況がございました。ただ、そういった

中で、退院しても外出ができないなどの理由

によって機能低下してしまって再度入院を

希望されたりですとか、通院ができないこと

から在宅で専門的な治療を希望されるなど

の相談が多かったという状況がございまし

た。 

 続いて、２番目の「相談者別件数」を御覧

ください。一番多かったのが、居宅介護支援

事業者様からのご相談でした。２番目が地域

包括支援センター、３番目が本人や家族とい

うところで、こちらの３位までで６３％を占

めている状況でございます。それに４番目、

５番目を加えまして、全体で５番目まででお

よそ８割の相談者ということで占められて

いる状況でございます。 

 続いて、３の「在宅療養支援窓口の周知活

動」のところでございますけれども、この間

なかなか多職種連携研修等開催できなかっ

たというところで、周知活動、残念ながら十

分には行えていなかった状況がございます。

後ほどご紹介させていただきますが、このた



び窓口通信ということで、「つむぎ」と題し

てございますけれども、こちらのほうを新た

に発行させていただいて、少しでも情報提供

に務めていきたいと考えているところでご

ざいます。 

 次のページの資料、Ａ４の横の資料になり

ます。グラフのものを御覧いただければと思

います。こちらですが、令和３年１２月まで

の相談実績と対応状況についての資料でご

ざいまして、緊急事態宣言中につきましては、

例年よりも相談件数が多かったという状況

でございますけれども、宣言が解除された６

月などは相談件数が少なかったという結果

が出ているところでございます。このうち、

寄せられた相談の中では、コロナの関連は２

８件ございまして、こちらの相談内容として

は、介護者が陽性となった在宅要介護者の受

入事業の関連であったり、また、認知症、寝

たきりの高齢者のＰＣＲ検査であったり、コ

ロナ退院後の施設利用などについてのご相

談が寄せられておりました。 

 続きまして、次の資料、またＡ４の横のも

のになります。「５つの地域課題・区民ニー

ズ」という表題の資料でございます。こちら

を御覧ください。足立区におきましては、平

成３０年７月に在宅療養支援窓口を開設い

たしました。これまでの間なのですけれども、

ちょっと残念ながら相談内容の分析であっ

たり、あと、内容の検討については実際のと

ころちょっと十分ではなかったかなと思っ

ております。しかしながら、様々な課題解決

をしっかり図っていくためには、区民の皆様

のニーズを正しくつかむことが重要である

と私どもとしては考えておりまして、この間、

在宅療養支援窓口に寄せられました令和２

年度と令和３年度の上半期の相談内容を分

析して、こちらの資料のとおり５つの地域課

題に分類いたしました。記載のとおりでござ

います。 

 こちら、分類したものの２つ、下から１つ

目と２つ目ですね。課題の４と５がございま

すけれども、こちらに挙げさせていただきま

したとおり、認知症であったり、精神疾患を

有する高齢者についての相談が多いという

状況でございまして、地域包括支援センター

が開催した地域ケア会議におきましても、８

割がこの課題、認知症であったり精神疾患に

ついてのご相談についての課題が取り上げ

られていたという実情がございます。 

 現在、地域包括支援センター、区内２５カ

所の包括支援センターに、令和３年度の上半

期の医療に関する初回相談シートの提出を

依頼しております。これによりましてさらな

る分析を行いまして、課題の抽出と対策の検

討を進めていきたいと考えているところで

ございます。 

 続きまして、最後の資料ですね。アンケー

トの最後の資料、縦のもので、「足立区在宅

療養支援窓口通信『つむぎ』」と書いてある

ものでございます。先ほど少し紹介させてい

ただきましたが、こちら新たに発行していき

たいと考えております。こちらの在宅療養支

援窓口の周知につきましては、この間、令和

元年度までは多職種連携研修であったり、介

護事業者の皆様への説明会などの場でチラ

シを配付するなどの取り組みをしてきたと

ころでございます。また、昨年度においては、

コロナ禍で従来のような周知活動がなかな

かできなかったというところがございまし

たため、区民の皆様が利用している区内であ

ったり、また、足立区周辺の医療機関にチラ

シを郵送して周知を図ってきたところでご

ざいます。しかしながら、それだけでは十分

ではないというところでございますので、こ

のたびより医療・介護関係者とのコミュニケ

ーションを図らせていただくという趣旨の



下に、こちらの窓口通信を新たに発行するこ

とにさせていただきました。 

 内容でございますが、窓口に寄せられた相

談事例であったり、参考となる情報を掲載し

ていきたいと考えてございます。今後につき

ましては、隔月、２カ月に１回を目標に、メ

ールであったり郵送でこちらの医療・介護関

係者に届けていきたいと考えているところ

でございます。 

 概要でございますが、案件１については以

上でございます。よろしくお願いいたします。 

○山中部会長 ただいま在宅療養支援窓口

の実績報告について区から説明をいただき

ました。何かご意見とかご質問はございます

でしょうか。ミュート解除して、ぜひ発言し

てください。お願いします。 

 ちょっと最初に私からよろしいですか。１

つ確認ですが、この在宅療養支援窓口は、本

人・家族というよりは、地域の医療・介護関

係者を対象に支援していく窓口という位置

づけであると思うのですけれども、２の相談

者別の件数を見ますと、１３．７％が本人・

家族ということで、これは周知の方法とかで

本人とか家族に広く知れ渡ってアクセスし

てきたと考えてよろしいでしょうか。それと

も、コロナ禍の何か特別な事情みたいなもの

があるのでしょうか。 

○事務局 こちら私のほうで解説させてい

ただきますと、特に区民向けの周知というの

はあまり行ってはいないのですが、皆さんい

ろいろ区のホームページ等で検索をされた

りとか、そういった形でうちの窓口のほうに

たどり着いて、ご相談をこちらのほうで受け

させていただいているというケースが結構、

最近多いなというのが実感でございます。と

いうわけで、特に周知を区民向けに行ってい

るということではございません。 

○山中部会長 分かりました。コロナの流行

もあって、恐らく困って自ら検索してアクセ

スする人が多いということかもしれません

ね。 

○柳瀬課長 そうですね。あとは、先ほど少

し、ご説明の中でもあったかと思うのですけ

れども、介護を受けている要介護者の方がい

らっしゃる、高齢者の方のご家族の方がコロ

ナになってしまったときに、ご家族の方が介

護ができなくなってしまった際に、その要介

護者の方を受け入れるという事業も私ども

やってございまして、そちらの窓口としても、

私どものこの窓口が機能してございますの

で、その際にはご本人というか、ご家族、区

民の方からのお問合せ、やり取りが直接生じ

ているというところも実際はございます。 

○山中部会長 承知いたしました。何かご意

見とかご質問ございませんでしょうか。鵜沢

委員、お願いします。 

○鵜沢委員 鵜沢です。よろしくお願いいた

します。資料を拝見して、問合せが、ケアマ

ネジャーが一番割合が高いというところで、

現場のケアマネジャーにだんだんと浸透し

てきたのだなというところで、ありがたく、

また心強く思っております。私も自分の担当

する方のことで、つい昨日問い合わせをさせ

ていただきました。コロナのことだったので

すけれども、こんな状態だけど、今、ご近所

内でなかなか連絡がつかないものですから、

ちょっとそこに本来問い合わせるべきなの

かなと思うところも、ちょっとはじかれずに

親身にご相談いただいたなと昨日思いまし

て、大変ありがたく思いました。 

 ちょっと質問なのですが、ここ、ケアマネ

ジャーからの問合せの件数が書いてありま

す。私は在宅のケアマネジャーですから、今、

区内居宅事業所が２００を超えるぐらいあ

るのかな。周知というところでは、このコロ

ナのことがあって、例えば勉強会の場でこの



存在をＰＲするとかいう機会もなかなか持

てなかったので、件数だけ見れば６５件、も

しデータとしてあればなのですけれども、実

際何か所ぐらいの事業所からみたいな、つま

り、リピート率が高いのかとか、その辺も個

人的に気になるものですから、今現在すぐ欲

しいとかではないのですけれども、そんなと

ころも参考にさせてもらえるといいのかな

と思いました。もっともっとＰＲをしていた

だきたいし、そのためのお手伝いができるか

なとは思っております。 

○柳瀬課長 分かりました。様々こちらでも

分析等させていただきながら、多くの方にご

利用いただけるように努めていきたいと考

えております。 

○鵜沢委員 ありがとうございます。 

○山中部会長 ほかにいかがでしょうか。よ

ろしいですか。 

 そうしましたら、実績の報告ということで、

ほかにご意見とかご質問がなければ、次に移

りたいと思います。 

 それでは、続けて説明をお願いします。 

○柳瀬課長 それでは、案件の２つ目でござ

いますけれども、「足立区医療・介護情報提

供システムの利用状況について」概要をご説

明させていただきたいと思います。Ａ４の横

の資料を御覧ください。「利用状況について」

というもので表題になっているものでござ

います。 

 こちら、令和３年１２月末までのアクセス

状況の資料となってございます。御覧いただ

きますと、令和３年度、１の一番下のところ

でございますけれども、「医療版アクセス数」、

「介護版アクセス数」、「合計アクセス数」

となってございまして、それぞれ上のほうの

平成３０年度、令和元年度、令和２年度と比

較していただくと、月当たりのところが今年

度ちょっと低くなっているのかなと思いま

す。例年よりもちょっと今年度は閲覧件数が

低くなっているという状況でございます。理

由としては、コロナの感染の影響によって、

介護サービスの利用がちょっと控えられた

のかなというところが影響しているのでは

ないかと考えているところでございます。今

後につきましては、今後、１の「アクセス状

況」の「対策」のところで書かせていただい

てございますけれども、研修であったり、新

規に、先ほどご案内した窓口通信等で医療や

介護の関係者に広くＰＲをしていきたいと

考えてございます。また後ほど触れさせてい

ただきますけれども、区民向けの在宅医療の

啓発のリーフレットも作成してきたいと考

えてございますので、こちらでもＰＲを図っ

ていければと考えているところです。 

 また、Twitter であったり、Facebook など

もしっかり活用して、区民の皆様、それから

医療・介護関係の皆様に広くお使いいただけ

るように周知を図っていきたいと考えてご

ざいます。概要は以上でございます。 

○山中部会長 ご説明ありがとうございま

す。ただいまの説明に対して何かご意見とか

ご質問ございませんか。 

 では、私から１つですけれども、この２の

下段の掲載医療機関、介護事業所数、ユーザ

ー登録数を見ますと、区内の事業所の合計が

２，６１６で、今、２，０１５ぐらいという

ことで、ほとんどカバーしつつあるところか

なと思うのですが、情報の更新という観点か

らは、どういうふうな状況でしょうか。なか

なか更新が難しいような状況でしょうか。 

○柳瀬課長 大きくは年に１回更新をかけ

ているところでございます。また、順次、も

ちろん年間の途中で新たな医療機関、新規の

医療機関、介護機関等が開業したりした際に

は、それもプラスで入れていきますし、もち

ろん廃業、廃止されれば、それは除いていく



という形で、そういう意味での更新は順次、

定期的にさせていただいているという状況

でございます。 

○山中部会長 分かりました。令和３年度の

利用件数が少し少ないのは、これはやはりコ

ロナの影響ということですかね。 

○柳瀬課長 そうですね。特に介護版のアク

セス数が、月にもよるのですけれども、半分

だったり、３分の１だったりという月等もご

ざいますので、その辺りかなり大きいのかな

と考えております。 

○山中部会長 分かりました。特にご意見と

かご質問ございませんか。鵜沢委員、お願い

します。 

○鵜沢委員 今このマップ、私もパソコンで

開こうとしたのですけれども、この中身、情

報の内容などは、掲載項目というのですかね。

そんなところは何か今後変更する予定とか、

そういう検討はなされていらっしゃるので

しょうか。 

○柳瀬課長 こちら、事業者のほうに委託し

てページをつくっているのですけれども、今

後、その事業者様のほうでリニューアルとい

うか、ちょっと情報の掲載とか様々含めて内

容が変わっていく予定はございますので、は

っきりしましたら、その辺りはしっかり周知

をさせていただければと考えているところ

でございます。 

○鵜沢委員 逆に、活用されていくにしたが

って、あるいは活用をしていただくためには、

現場の人たちがどんな情報を求めているか

というところもリサーチしていただけると

いいのかなと思いました。 

○柳瀬課長 そうですね。承知いたしました。

鵜沢委員のほうから、例えばこういうものが

いいかなという、何かご要望のようなものが

もしあれば、お聞かせいただけますでしょう

か。 

○鵜沢委員 今、私もごめんなさい、そんな

ことを言いながら、自分も使っていないなと

思って、申し訳ないです。 

○柳瀬課長 すみません。ありがとうござい

ます。では、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

○鵜沢委員 改めて確認させていただいて、

またご意見させていただきたいと思います。 

○柳瀬課長 分かりました。またこの場だけ

ではなくて、もしご意見等ございましたら、

お寄せいただければしっかり検討させてい

ただいて、よりいいものをつくっていきたい

と考えてございますので、ご協力いただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。 

○山中部会長 また何かご意見とかご提案

あれば、各委員から後日ご連絡いただければ

と思います。 

 それでは、次に移ってよろしいでしょうか。

それでは、次の案件のご説明をお願いいたし

ます。 

○柳瀬課長 続きまして、案件の３つ目にな

ります。医療・介護の連携に関する研修につ

いてでございます。資料は下にページ番号を

振っているもので、Ａ４で４ページ目まであ

るものでございます。こちら、概要なのです

けれども、令和２年の３月以降は、このコロ

ナ禍の中で医療・介護関係者で組織する研修

カリキュラム検討委員会のご意見も踏まえ

まして、多職種連携研修などにつきましては、

中止をしてきたところでございます。しかし

ながら、医療・介護の連携推進というものは、

もちろんどのような中でもとめるわけには

まいりませんので、昨年度につきましては、

他の職種の皆様を知っていただくという研

修の目的から、研修の中でも課題として出て

おりました相互理解を深めるために各専門

職の団体の皆様に原稿作成を依頼させてい

ただきまして、「医療・介護連携の推進」と



いう各職種の活動や、できることの紹介冊子、

今、浦川のほうで示している、画面のほうで

出ております黄色いこちらの冊子を作らせ

ていただきました。こちらを各団体様であっ

たり、地域包括支援センターのほうに配布を

させていただきました。また、今年度、令和

３年度は緊急事態宣言が明けました昨年の

１２月、それから今年の１月にかけまして、

区内の５つのブロックにおきまして各専門

職の代表からなる多職種連携研修世話人会

というものを開催いたしました。 

 ２ページの８のところ、「今後の多職種連

携研修について」のところにも記載してござ

いますけれども、新たにブロックごと、区内

の５つのブロックでそれぞれ世話人会とい

うものを立ち上げさせていただいて、今後の、

これまでの研修の振り返りであったり、今後

の研修のやり方について検討していきたい

と考えているところでございます。今後、地

域の各多職種の皆様のご意見を踏まえまし

て、研修等につきましては協力して開催をし

ていきたいということと、また、将来的には

地域の中で課題解決ができるようなネット

ワークづくりを進めることなどをこの世話

人会で共有したところでございます。具体的

な動きとしては、まだこれからのところでは

ございますけれども、３ページ以降、組織と

いうところでちょっと書かせていただいて

ございますが、それぞれのこの世話人会を核

として、それぞれのブロックでしっかり多職

種連携研修等動き出していければというと

ころで、私どもとしては考えているところで

ございます。この中で皆様のほうからもしっ

かりご意見を伺わせていただきながら進め

ていきたいと考えてございますので、ぜひと

も部会の委員の皆様にも、今後ともご意見を

頂戴しながら進めていきたいと思います。ご

協力よろしくお願いいたします。 

 概要は以上でございます。 

○山中部会長 説明ありがとうございまし

た。今まで区全体で開催していた、この多職

種研修会をそれぞれのブロックごとに開催

することによって、より実践的というか、課

題解決、それから相談の場に移行しつつある

なと感じました。ただ、コロナ禍なので、な

かなか前に進むことが難しかったとは思う

のですけれども、その中でも前に進む準備は

整ったかなというふうにお聞きしました。 

 委員の皆様から何かご質問、ご意見ござい

ますか。お願いします。 

○浅野委員 浅野です。よろしいですか。多

職種連携研修についてなのですけれども、私

も当初は参加もさせていただいて、顔合わせ

の場としてはいい環境もできたなと思って

いたのですが、先ほどの、案件のほうで戻る

のですけれども、「在宅療養支援窓口の実績

報告」の相談内容件数のところで、比較的上

位に挙がっていたものというのが、やっぱり

医療関係者や介護関係者からの相談の５番、

６番ぐらいまでのところを見ても、結構情報

の共有とか、それからお互いを知っていない

からこういう相談が来るのだろうなという

感想もあったのですね。この上位に挙がって

きているところを、ぜひ多職種連携研修に持

ってこられて、問題提起が出て、せっかく分

析したのですから、解決に持っていけたらと。

多職種連携研修のほうにつなげていただけ

たらなと、この資料を見て思った次第です。 

○柳瀬課長 分かりました。ありがとうござ

います。 

○浅野委員 ブロックにも分かれるという

こともあるので、利用するにもブロックごと

のほうが、近隣のほうが利用しやすくなるし、

そういう意味では、この窓口の実績とつなが

っていけたらいいなと希望します。以上です。 

○柳瀬課長 ありがとうございます。今、委



員からもご発言がありましたとおり、本日、

在宅療養支援窓口の実績のほうの報告もさ

せていただいたところでございます。今後の

多職種連携におきましては、このようなもの

もしっかり織り込んで、このようなものを踏

まえて内容のほうを、委員の皆様のご意見も

聞きながらつくり上げていきたいと思いま

すので、ご協力いただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。ありがとうござい

ました。 

○山中部会長 ほかの委員からご質問、お願

いします。 

○鈴木委員 今の浅野委員のお話にかぶる

感じになるのですけれども、一番最初、ブロ

ックに分かれる前に、足立区全体的な感じで

やった後に、じゃあブロックに分かれていき

ましょうと言って今の流れ、コロナもあった

と思うので、なかなかブロック、あまり進ま

ないと思うのですけれども、徐々に徐々に狭

めていっていますよね。組織によって、例え

ば同じ人がいっぱい参加しているのもあれ

ば、例えば、いろいろな人が幅広く参加して

いる組織とかもあると思うのですよ。恥ずか

しながら、薬剤師会の場合は、比較的同じよ

うなメンバーが出ているところが多くて、そ

れが我々の課題なのですけれども、それを多

分、足立区さんのほうは把握していると思う

のですよね。組織によって同じようなメンバ

ーが出ているところもあれば、バランスよく

いろいろ人選してくれている組織もあると

思うので、参加者の解析をして、各組織に、

例えば参加者が偏っているようだから、バラ

ンスよくお願いしますとか、この調子でどん

どん、どんどんいろいろな人たちに参加して

もらってくださいみたいな、組織によって勧

誘の仕方というか、声のかけ方が変わってく

ると思うのですね。なので、今後、コロナが

ある程度落ち着いてきたら、次は各組織によ

って声かけ、その研修会の声かけの仕方を変

えていってみればいいのではないかなとち

ょっと思いました。バランスよくなのか、引

き続きバランスよくとか、ちょっと同じよう

なメンバーがそろっているから、いろいろな

人に声をかけてください、みたいなちょっと

した一声があると助かりますので、よろしく

お願いします。 

○柳瀬課長 鈴木委員、ご意見ありがとうご

ざいます。今、確かにご指摘ございましたと

おり、団体様によりまして偏りというか、や

はりございますので、その辺り今のご意見を

しっかり参考にさせていただきながら、声か

けというか、各団体様への働きかけ、しっか

り私どものほうで一つ一つ丁寧にやってい

きたいと考えてございますので、よろしくお

願いいたします。どうもありがとうございま

した。 

○山中部会長 よろしいでしょうか。お願い

します。 

○鵜沢委員 今の流れなのですけれども、こ

こ数年、全体でやるときも、確かに私自身も

そうですけど、やっぱりなかなか参加が厳し

い、同じようなメンバーだなと。特に介護業

界ですと、今でもそうですけれども、ヘルパ

ーさんの参加も呼びかけているのですけれ

ども、なかなか参加が、介護業界の中でも特

に厳しい。今、訪問介護の業界自体がとにか

く人手不足だったりするものですから、こう

いった研修に本来出てほしいなと思う方々

が、どうしても現場に出ざるを得ないような

状態が続いていて、恐らくそこは今後も変わ

らないのかなと思うのです。この形をもし続

けるに当たっては、例えば研修、これだけ多

職種が集まれば、もちろんそれぞれの団体に

よって、例えばうちは比較的平日の昼間のほ

うが。いやいや、やっぱり夜かな。うちはや

っぱり週末だよと。そこに差が出てきてしま



うのかなと思うので、そこの意見調整は本当

に大変かとは思うのですけれども、そこを本

当に今おっしゃっていただいたように、丁寧

にやっていただく必要があるのかなと、改め

て感じるところです。 

○柳瀬課長 鵜沢委員、ご意見ありがとうご

ざいます。確かにそれぞれの職種ごとにこの

日がいいとか、この曜日がいいとか、様々あ

ろうかと存じますので、その辺り一つ一つご

意見聞きながら、本当にしっかり丁寧にやっ

ていきたいと今後とも考えてございます。ぜ

ひご協力よろしくお願いいたします。ありが

とうございます。 

○山中部会長 委員の皆様からもご意見い

ただきまして、ありがとうございます。ちょ

っと最後に私から１つ確認ですが、「令和４

年度の多職種連携研修会と世話人のスケジ

ュール」という１１番、最後についています

けれども、令和４年度ももしかしたら前半は

かなり集まるのが厳しい状況も予想される

と思うのですけれども、その辺りを想定して、

何か違った形で、みたいな話は出ているので

しょうか。それともコロナが落ち着くのを待

とうという感じでしょうか。 

○柳瀬課長 そうですね。正直、このコロナ

禍、なかなか先が見通せないところがござい

ますので、そういった中でも何とか私どもと

しては前に進めていきたいというところが

ございます。どういう工夫ができるかという

ところは、ちょっと簡単に申し上げられない

部分があるのですけれども、しっかり世話人

会の委員の皆様とも話合いをしっかり持ち

ながら、どういう形ができるかというところ

はしっかり研究しながら、前に進めていきた

いとは考えているところでございます。 

○山中部会長 分かりました。それでは、次

の案件に移りたいと思います。よろしいでし

ょうか。ご説明お願いします。 

○柳瀬課長 次が４つ目の案件になります。

表題が「メディカルケアステーションの活用

促進について」というものでございます。多

職種連携研修におきましては、グループ討議

など、以前から医療・介護の関係者の皆様と

の連携方法が課題となっていたところでご

ざいます。そういった中で、令和元年度に私

どもの区のほうでは、梅田地区でモデル事業、

地域包括ケアシステムのモデル事業を実施

してまいりました。そのモデル事業の中で、

全国的に使われております、こちらの医療・

介護関係者向けのＳＮＳでございますメデ

ィカルケアステーションにつきまして、どう

いう使い方ができるかというところで、架空

の事例でございましたけれども、事例を使っ

て使用した検証というものを行わせていた

だきました。 

 その検証の結果、連携のために有効である

という結論に至ったことから、私どもとして

は、区としては昨年度、足立区におきます運

用ルールというものを作成させていただい

て、昨年、令和３年の４月から、足立区医師

会において、医師会内の情報共有ツールとし

て使用するとの申し合わせ、それから、令和

３年３月に利用勧奨をする区ホームページ

を作成いたしまして、各専門職団体の会員の

皆様への周知や活用の依頼をさせていただ

いてきたところでございます。また、在宅療

養には地域包括支援センターも大きく関わ

るというところで、医療・介護関係者の皆様

との連携は不可欠でございますので、今後地

域包括ケア推進課であったり、各地域包括支

援センターにおきましても、こちらのメディ

カルケアステーションが使用できるように、

ガイドラインのほうも作成をいたしまして、

昨年末、区の個人情報保護審議会というもの

があるのですけれども、そこでこちらのメデ

ィカルケアステーションの使用について、区



であったり、各包括で使っていくことにつき

まして諮らせていただいて、諮問させていた

だいて承認を得たところでございます。現在、

各医療機関、それから介護関係の皆様もお使

いいただいていると思うのですけれども、今

後は各包括でも使っていくというところで、

各包括への説明をしっかり行わせていただ

いて、多職種連携研修であったり、先ほども

お伝えした窓口通信でも活用についてしっ

かり呼びかけていきたいと考えているとこ

ろでございます。概要、説明、以上でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

○山中部会長 メディカルケアステーショ

ンの有効性というのを検証されて、今、活用

しつつあるというご説明をいただきました。

ちょっとこれは把握されていないかもしれ

ないのですけれども、どのくらい広がってい

るのでしょうか。利用する方もぐんぐん増え

ている感じでしょうか。 

○柳瀬課長 現在、区内では７００人以上の

方にご登録いただいているという現状でご

ざいます。 

○山中部会長 現場の実感として委員の皆

様、いかがでしょうか。 

○鵜沢委員 そうですね。ケアマネジャーの

現場で、率直に言えば、ゼロではないですが、

まだまだ少数と言いますか、ざっくりと言え

ばそんな感じで。前のカナミックのときもそ

うでしたけれども、今回、モデル事業をやっ

て、訪看のものは丁寧に検証していただいて

います。そこにケアマネジャーやヘルパーさ

んも協力させていただいて出せた検証結果

ですから、今後、使えば便利だよねと。ただ、

使うに当たっては、その運用方法。例えばタ

イムリーに情報が入った以上はそれを適切

に処理しなければいけない。２４時間、休日

も関係なく入ってくる情報を、受ける側、事

業所側が確かにタイムリーにできるけれど

も、事業所によっては２４時間対応のところ

が全てではありませんから、使う事業所の状

況なども、そのチームの中できちんと理解し

て、緊急度が高いケースであれば、それ相応

の使い方で対応しなければいけないから、み

んなそこを気をつけて使おうね。このチーム

ではこう使おうねと。こっちのチームでは、

日頃の情報連携のツールとしては便利だけ

れども、そこまで緊急の要件を想定しては使

っていないから、運用もこんな感じだね。そ

の辺まだまだ実際の運用に当たってはお互

いがちょっとまだ理解をするための検討が

必要なのだなというのは感じているところ

です。 

○柳瀬課長 ご意見ありがとうございます。

今、確かに委員おっしゃったとおり、まだま

だ課題と申しますか、実際の運用に当たって

は工夫すべきところと、あと、それぞれ皆様

にご理解いただくというか、了解いただくべ

き部分であったりというのはやはりたくさ

んあろうかと思いますので、活用に当たって

は、区としてもどういう活用の仕方がより有

効に活用できるかであったりですとか、様々

な場面を通してしっかりお伝え等をさせて

いただきたいと考えているところでござい

ます。ぜひ皆様にご協力をいただければと思

います。どうもありがとうございました。 

○山中部会長 ＭＣＳは全ての利用者を対

象にやると大変なことになるので、やはり用

いたほうがいい対象を絞ったほうがいいと

思うのですけれども、検証の段階でその辺り

はどういう話になっていますでしょうか。 

○柳瀬課長 それぞれ患者グループという

ものをつくっていただくことになるのです

けれども、その管理者になった方で必要に応

じて、もちろん全件ではないのですけれども、

この方には必要だということで、関係者とし

っかり連絡を取らせていただいて、実際の運



用に入っていくのかなというところかと思

いますので、その辺りも今後さらに普及どん

どんしていくような段階で、より有効に、ど

のような活用ができるかというところはし

っかり検証しながら、ご意見聞きながら進め

ていければと考えているところでございま

す。 

○山中部会長 こういう人が使ってみよう、

みたいな呼びかけができると広がりやすい

のかなとも思いました。 

○柳瀬課長 そうですね。在宅医療等で医療

関係機関と介護事業者との連携を深めてい

きたいであったりですとか、やはりどうして

も一定程度心配、しっかり連携を取らないと

在宅が保てないという方とかには、しっかり

使わせていただいてというところなのかな

と考えてございますけれども、その辺りも本

当に現場のご意見等しっかり伺わせていた

だきながら、活用ができればと考えていると

ころでございます。 

○山中部会長 よろしくお願いいたします。

ほかの委員からご意見ありますか。 

○浅野委員 このＭＣＳについて参考にな

ればと思ったのですけれども、訪問看護のほ

うで、今、コロナの在宅療養者、自宅待機者

がいるではないですか。自宅療養者に関して、

保健センターのほうと足立区医師会のほう

とちょっと協力体制を取って、陽性で自宅療

養しているけれども、２日以上連絡がとれな

い人を訪問看護のほうで、東京都の事業でも

あるのですけれども、訪問して安否の確認を

してくる、状況を確認して報告するというと

ころで、ＭＣＳを使わせていただき始めまし

た。医師会と保健センターのほうとの連携、

それから東京都、それから医師に対しての報

告書、それから訪問看護の指示書の発行等も

文書でやるとちょっと時間のロスというか、

時間がかかってしまうので、いち早く指示が

出るようにということで、ＭＣＳシステムを

ここ１カ月ぐらいで使い始めたところです。

またオミクロンのこの爆発的な感染者が出

ていて、そういうのがタイムリーにとれて連

携できるというのが、今のところＭＣＳかな

と。 

 一応、個人情報もあるので、グループを組

んでいるので、そのグループだけが知り得る

情報という形で動いていますので、ほかの人

が入り込めることではないので、各分野でグ

ループを組んでやると、とても対面しないで

もできますので、便利なものかな、スピード

もいいのでということで使わせていただい

ています。参考までにと思ってお話ししまし

た。 

○柳瀬課長 ありがとうございます。 

○山中部会長 有効に活用している事例を

ご紹介いただいて、ありがとうございます。

何かご意見、ご質問、加えて何かありますか。 

○鵜沢委員 今の浅野委員のお話なのです

けれども、災害のとき、災害の何かの支援の

ときに、またこの話とリンクして、今のコロ

ナのこともそうですけど、今後いろいろな災

害のときに、もしそれを使っている方であれ

ば、そのチーム内で、そこの方の安否の情報

をすぐに共有できるので、在宅のケースのこ

とだけではない、本当に汎用性の高いものに

なり得るのではないかなと、私も感じている

ところですので、いかに広めていくかという

ところを、使えば便利ということは分かった

から、では、具体的にそれぞれが導入するに

当たってどういう課題があるのだろうかと

いうことを、次は丁寧に拾っていく必要があ

るのかなと改めて思います。以上です。 

○山中部会長 ありがとうございます。 

 それでは、ご意見出尽くしたように思いま

すので、次の案件に移りたいと思います。そ

れでは、５番目の案件ですかね。ご説明をお



願いします。 

○柳瀬課長 では、案件の５でございます。

資料のほうがＡ４で２枚のものになってい

るところでございますけれども、件名が「（仮

称）江北健康づくりセンターの概要について」

というものでございます。こちらの資料を御

覧ください。こちら、大分前から話は出てい

たところではございますけれども、この間、

着工が延期になっていたものでございます。

いよいよまた動き出すというというところ

でございますので、改めてご説明をさせてい

ただければと思います。 

 こちら、来年度以降、取り組みというとこ

ろで今回ご報告をさせていただくものでご

ざいます、４年度以降ですね。まず１つが、

新施設のコンセプトのところで、（１）の基

本コンセプト、「もしも」に備えた医療・介

護・健康の拠点とさせていただいているもの

でございます。（２）の設計のコンセプト、

３つ書かせていただいてございます。「日常

の『健康』を支えつつ、非日常の『もしも』

に備える拠点づくり」。それから、「ひとり

でもみんなでも心地よい居場所づくり」。そ

して、３つ目が「小規模な講座から大規模な

イベントまで多様な使い方ができる空間づ

くり」とさせていただいてございます。２の

施設の概要等は記載のとおりでございます。 

次のページをお開きください。３の「新施

設の有する主な機能」というところで記載を

してございます。大きく３点あります。「健

康」、それから「医療・介護」、それから「非

常時対応」でございます。「健康」の部分に

つきましては、「気づく」「学ぶ・体験」「実

践」ということで、実践型、体験型のプログ

ラムによりまして、区民の自己効力感を高め

て、周囲や地域の健康を支える担い手として

のヘルスボランティアを育成していきたい

というものでございます。それから、今年、

つい先日ですけれども、女子医大の足立医療

センターが開院されました。こちらの女子医

大様と連携した健康づくりの事業を検討し

ていきたいと考えているところでございま

す。特に女性の専門外来であったり、あと、

多世代にわたる子ども等も含めて様々な取

り組み、講演会等を実施していきたいと考え

てございます。こちらの健康につきましては、

主に衛生部のほうで担当させていただくも

のでございます。 

 （２）の「医療・介護」のところですが、

こちらが主に福祉部の担当の領域になって

くるところでございますけれども、この新し

い施設におきましては、大きく３点、記載し

てございます。１つが医療・介護関係者の皆

様向けの研修拠点をこちらに新設したいと

考えてございます。「医療・介護情報・研修

センター」としての機能をこちらに設置した

いと考えているところでございます。２つ目

が、高齢者に関わるところというところで、

高齢者の人権擁護であったり、虐待などにし

っかり迅速にチームで対応する「高齢者あん

しん支援チーム」というものをこちらに一体

的な支援拠点として新設していきたいと考

えてございます。最後３つ目が、在宅医療休

日当番医制度と書かせていただいてござい

ますけれども、在宅医療に取り組む医師の皆

様を支援するような機能を持つ拠点として

こちらを機能させていきたいと考えてござ

います。 

 それから、３つ目、非常時の対応というと

ころで書かせていただいておりますけれど

も、大きな災害であったり、起こったときに

も、今、足立区の中央本町に保健所がござい

ますけれども、それを補う第二の保健所とし

ての位置づけをこちらの江北の保健センタ

ーに持たせまして、保健所をバックアップす

る機能であったり、また、様々な災害時、他



の自治体からの応援の皆様も受け入れられ

るような機能もこちらのセンターに持たせ

たいと考えているところでございます。 

 最後、４の「今後の予定」のところでござ

いますけれども、今年の秋には工事着工させ

ていただいて、令和６年６月までを工事期間

として現在考えてございます。その工事終了

後、保健センターは移転をさせていただいた

後、高齢者の関係の私どもの部署の一部につ

きましても、こちらの江北健康づくりセンタ

ーのほうに移転をさせていただいて、施設の

運営を開始していきたいと考えているとこ

ろでございます。まだ詳細が決まっていない

部分も実は多々あるところでございますけ

れども、これに合わせまして組織や業務の見

直しであったり、新施設での新規事業などに

つきましては、関係所管としっかり協議をさ

せていただきながら進めていきたいと考え

ているところでございます。 

 概要は以上でございます。 

○山中部会長 江北健康づくりセンターの

概要についてご説明いただきました。何かご

質問ございますか。浅野委員。 

○浅野委員 すみません、（１）の健康のと

ころで、初歩的なことだと思うのですが、ヘ

ルスボランティアというのは、具体的にはど

ういう人を対象にどういうことをされる、な

り得る対象の人、ボランティアをしてもらう

人の対象というのはどういうふうになるか。

イメージがわかないのですが。すみません。 

○柳瀬課長 今、浅野委員からご質問いただ

きました、このヘルスボランティアのところ

でございますけれども、先ほど申し上げたよ

うに、衛生部の担当になってございまして、

大変申し訳ございません。私のほうでもちょ

っと詳細はごめんなさい、承知していないの

ですけれども、健康づくりの拠点にしたいと

いう思いが区としてもある中で、ここに書い

てあるとおり、地域の中でそういうものを支

えるような担い手を区民の皆様からも、地域

の中で皆様で健康づくりができるところを

イメージして、このような言葉を使わせてい

ただいているのかなと思っております。詳細

につきましては、また今後、住民説明会であ

ったり、様々説明させていただくところでは

ございます。もちろん部会の委員の皆様方に

対しましても詳細が分かった時点でしっか

り改めてご説明をさせていただきたいと思

いますので、ちょっとご了承いただければと

思います。申し訳ありません、よろしくお願

いいたします。 

○山中部会長 山中です。高齢者の医療の世

界では、今、フレイルを予防しようというこ

とで、元気高齢者がちょっと虚弱な高齢者を

引き上げるというか、助けてフレイルが進ま

ないように持っていこうといった試みが全

国で広がっているので、ヘルスボランティア

というのはそういう高齢者がやはりほかの

高齢者を支えるみたいな、何かそういうイメ

ージもあるのかなと思って聞いておりまし

た。何かほかに質問、ご意見ありますか。 

○鵜沢委員 医療・介護のところで、今のフ

レイルのこと、あるいは認知症の予防、介護

予防の観点でも、人が集まれる、なじみやす

い、集まりやすいような開かれた場所、今、

各地域でこれを一生懸命やっているわけで

すけれども、そういったところを自らが、あ

るいはそういったところをバックアップす

るのは、ちょっと直接部署が違うかもしれま

せんけれども、せっかくこれからつくるので

あれば、そういった介護予防の観点であると

か認知症予防の観点があるといいのかなと

いうこと。あと、具体的に、これはちょっと

質問なのですけれども、高齢者あんしん支援

チームによるというのは、現在、区役所、行

政の中のどの辺の部署が、例えばこちらに場



所を移動するような具体的な計画はあるの

でしょうか。 

○柳瀬課長 まだ現時点のものというとこ

ろで、詳細はまだ決まっていないところが実

は多々あるのですけれども、現在、このチー

ムとして考えているのが、今現在、区役所の

本庁舎にあります高齢福祉課の高齢援護係

というところが、高齢者の虐待の対応だった

りとかをしている部署がございます。そちら

であったり、あとは人権擁護の関係の権利擁

護センターであったり、それから、今、基幹

地域包括支援センターに入っております高

齢者対応の部署等を一緒に同じセンターの

フロアに、一緒に同居するような形でチーム

を組んで高齢者の皆様の人権的なものも含

めて、全般的な支援をしていけるようなチー

ムを今考えているところでございます。 

○鵜沢委員 ありがとうございます。 

○山中部会長 ありがとうございます。ほか

によろしいでしょうか。 

 それでは、最後の案件に移りたいと思いま

す。６番目の案件のご説明をお願いします。 

○柳瀬課長 では、よろしくお願いいたしま

す。６つ目の案件でございます。資料がＡ４

の横のイラストが幾つか入っているような

ものですが、まだ（案）となってございます。

「住み慣れた地域で、老後も自宅で暮らし続

けるために」という、区民の皆様への啓発の

リーフレットを今後作成していきたいとい

うところで、今進めさせていただいていると

ころでございます。在宅療養の啓発のリーフ

レットになります。これまで在宅医療であっ

たり、介護連携推進事業の８つの柱のうち、

区民の皆様への啓発につきましては、地域包

括支援センターによる家族介護者教室など

により取り組んできたところでございます。

しかしながら、地域包括ケアシステムの実現

をしっかり図っていくためには、医療や介護

が必要になっても住み慣れた自宅で、地域で

暮らし続けられることを区民の皆様にご理

解していただくことが重要である。そういっ

た観点から、このたび在宅療養について、こ

のような啓発リーフレットの作成を進めて

いるところでございます。こちらお手元にご

ざいます案につきましては、区の中にござい

ますシティプロモーション課の助言を受け

ながら、担当の係の職員のほうで作成したも

のになります。今後、具体的なデザインにつ

きましては、デザインの会社のほうに委託を

させていただいて、今年度末を１つの目標に

完成を目指していきたいと考えているもの

でございます。概要以上でございます。 

○山中部会長 説明ありがとうございます。

質問、ご意見お願いします。パンフレットに

ついていかがでしょうか。 

○鵜沢委員 このパンフレットはまだこれ

案の段階でしたよね。今、ケアマネ目線でこ

れを見ましたが、これは啓発用でしたっけ。 

○柳瀬課長 区民の皆様への在宅療養の啓

発のためのリーフレットでございます。 

○鵜沢委員 お家を中心に円環状に入って

いるサービスが実はほかにもいっぱいある

よなと思いながら、すみません、どこまでも

書き切れるものではないですよね。 

○柳瀬課長 ありがとうございます。 

○山中部会長 何かご意見とかご質問とか

ご提案ありますでしょうか。私から個人的に

ですけれども、コロナ禍が過ぎて、ちょっと

落ち着いてみると、高齢化がこんなに進んで

いて、さあ、どうしようということになるの

ではないかなという気が何となくしていま

す。そのときに、高齢の男性はやはり一般的

に寿命が女性より短いので、家で看取っても

らえるのですけれども、残された女性が最期

まで自宅で過ごせるのかどうかというとこ

ろを考えると、ちょっと厳しいような気もし



てきて、在宅医療というのは、生活の場で医

療を提供するという定義だと思うのですけ

れども、そういうふうに考えると、ここで自

宅と限定してしまうと、「何かしないといけ

ないのだ」みたいに追い込まれた感じにも捉

えられないこともないので、ここの「自宅で

暮らし続けるために」の「自宅で」というの

は、慎重に言葉を選んだほうがいいのかなと

感じました。 

○柳瀬課長 承知いたしました。 

○山中部会長 恐らく自宅で暮らせる男性

は多いと思うのですけれども、国の統計を見

ると、９０歳過ぎて在宅医療を受けるという

人の多くは女性なのですね。男性は女性より

平均寿命が短いので、９０歳を超えて在宅医

療を受ける方は圧倒的に女性が多くて、レセ

プトベースで自宅なのか、それとも施設在宅

なのか見てみると、倍以上、施設在宅が多い

という状況が今でも生じています。これから

９０歳を超えて、例えば足腰が弱って認知機

能が低下した一人暮らしの女性が、最期まで

自宅で生活できるかと考えると、ちょっと厳

しいような感じもするので、その辺も視野に

入れて、慎重に表現したほうがいいかなと感

じました。 

○柳瀬課長 ありがとうございます。こちら

掲載の表現等につきましては、しっかり検討

させていただいて、今のご意見しっかり踏ま

えさせていただいて、言葉を選ばせていただ

いて、より適切なものにしていくようにさせ

ていただきたいと考えてございます。ありが

とうございます。よろしくお願いいたします。 

○山中部会長 何か委員の皆さん、気づかれ

たことありますか。特別ないでしょうか。 

○鵜沢委員 さっき私が申し上げた、いろい

ろなサービスがもっとあるよなというのは、

今、先生がおっしゃった、在宅を支えるサー

ビスというのは、例えば老健。老健は自宅で

はもちろんありませんけれども、在宅生活を

継続する上での老健の一時的な利用は積極

的にあってもいいわけだしとか、在宅を支え

るサービスは、概要だし、啓発の上ではそん

なに事細かく書いても仕方がないなとは思

うから、いろいろなサービスがあるよなとさ

っき申し上げたところの意味合いもそんな

ところにございました。 

○柳瀬課長 ありがとうございます。そうで

すね。確かに自宅だけに限らず、もちろん老

健等や施設等も含めて、様々なケースごとの

やはりスタイルというか、どうしても出てく

るかと思いますので、そのようなところも加

味させていただきながらというか、そういう

ところも分かるようなものが、もしできるか

なというところでも、そういう観点からもち

ょっと考えていきたいなと思っております。

どうもありがとうございます。 

○山中部会長 この６番目の案件について、

何か特にはございませんか。大丈夫ですね。 

 そうしましたら、全体を通して今一度、１

番から６番までご質問とかご意見があれば、

最後に承って、なければこれで終わりという

形にしたいと思いますが、何か最後にご発言

していただける委員、いらっしゃいますか。

全体を通して。 

○鵜沢委員 今後、この部会の進め方、全体

との関係とか、スケジュールも含めて何か決

まっていますでしょうか。もう何回かやって、

また全体があってとかでしたか。 

○柳瀬課長 今年度につきましては、ちょっ

と、年度ごとに１つの区切りになるのですけ

れども、今回、この医療・介護連携推進部会

については、今年度、申し訳ありません、日

程の関係で今回１回開かせていただいた後

に、本体の推進会議のほうが年度の終わりに

予定しているところです。ただ、ちょっとこ

のコロナ禍でもございますので、どういう形



でさせていいただけるか、昨年も一度、全体

のところは書面という形ではさせていただ

いたのですけれども、状況を見ながら全体の

まとめをさせていただきたいと考えている

ところでございます。また来年度以降につき

ましても、様々状況によるところでございま

すけれども、集まれない場合はこのような形

で、ウェブでの会議であったりですとか、い

ずれにしても皆様のご意見、貴重なご意見を

しっかりお聞かせいただいた上で、それを私

ども区の政策の中でもしっかり生かしてい

けるようには今後ともしていきたいと考え

てございますので、ご協力いただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

○鵜沢委員 ありがとうございます。 

○山中部会長 ほかに発言される委員の方

いらっしゃいますか。大丈夫ですか。 

 それでは、意見、質問、出尽くしたようで

すので、これで終了したいと思います。それ

では、司会を区のほうへお返ししたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○柳瀬課長 部会長、ありがとうございまし

た。では、私からちょっと一言だけ、ご挨拶

させていただければと思います。 

 すみません、長時間にわたりまして、委員

の皆様、ご意見、ご質問いただきまして、あ

りがとうございます。それぞれのお立場から

の貴重なご意見を今回頂戴できたかと考え

ております。今後もこの部会だけではなく、

様々な場面で皆様ご意見お寄せいただく機

会があると思いますので、一つ一つ答えてい

きながら、丁寧に高齢者施策を進めていきた

い、医療・介護連携進めていきたいと考えて

ございますので、ぜひとも今後ともご協力い

ただければと思います。どうも本日はありが

とうございました。 

○事務局 それでは、本日の案件、無事に終

了させていただきまして、本当にありがとう

ございました。また何かございましたら、ご

相談させていただきますので、いろいろご要

望、ご意見等お寄せいただければと思ってお

ります。 

 それでは、以上で部会を終了とさせていた

だきます。ありがとうございました。 


